






 

研究目的 

姙娠特異性蛋白として知られるβ1-SP1-gl-ycoprotein を姙娠各期における正

常および異常姙婦血清にて定量し,同時に胎盤機能検査であるhCS,尿中E3の定

量をおこなってその相関を検討する。このことにより,流早死産の予知の問題を

含めて,新らしい胎児胎盤機能検査法としての将来性を追及することを目的と

した。 


